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 メディアリリース  

 

2015 年 2月 24 日（火） 

報道関係者各位 

日本ブラインドサッカー協会 

……………………………………………………………………………………………………………… 

ブラインドサッカー日本代表 

イングランド代表と１分け２敗で、遠征を終える 

地元クラブチームには１勝２分け 

……………………………………………………………………………………………………………… 

平素より、ブラインドサッカーにご厚意を賜り厚く御礼を申し上げます。 

 ブラインドサッカー日本代表は、今月 14日（土）から 23日（月）までイングランド・ヘレフォードに

遠征し、イングランド代表との国際親善試合や合同練習などを行ってきました。計 6試合を行い、イング

ランド代表とは 1 分け 2 敗、地元クラブチームには 1 勝 2 分けでした。ヘレフォードには王立盲学校

（RNC:Royal National College For The Blind）があり、その施設である宿舎とピッチを利用しました。 

 

14 日（土） 日本を出発、イングランド・ヘレフォードに到着 

15 日（日） 午前 ミーティングと時差調整   午後 練習 

16 日（月） 午前 練習  午後 イングランド代表と試合 0-1 で敗戦 

17 日（火） 午前 練習  午後 イングランド代表と合同練習 

18 日（水） 午前 練習  午後 イングランド代表と試合 0-0 で引き分け 

19 日（木） 午前 練習  午後 市内名所観光 

20 日（金） 午前 練習  午後 イングランド代表と試合  0-2 で敗戦 

21 日（土） 地域リーグ所属の 3チームと試合 

       Mersey side 1-0（得点者：川村） 

West Bromwich Albion 0-0 

RNC   0-0 

22 日（日） イングランドを出発 

23 日（月） 日本に帰国 

 

魚住稿・日本代表監督の話 

「去年の世界選手権の結果を受けて攻撃が課題であり、点を取って勝つことが（パラリンピック予選の)

アジア選手権を見据えると重要。これまでの守備重視から、高い位置でボールを奪って、攻撃の機会を増

やすシステムをテストした。攻撃の回数は増えたが、イングランド代表からは点を取れなかった。個々の

課題が見つかった。イングランドの選手は体格が大きく、中盤のプレスも早かった。真剣勝負だからこ

そ、（アジアのライバルの）イランなどを想定した貴重な経験になった。有意義な遠征になったと思う」 

 

遠征のより詳しい内容は、代表チームブログ（http://ameblo.jp/blind-soccer/）に掲載されております。

日本代表の次の予定は 3 月 14 日（土）15 日（日）に八王子市内で行われる強化合宿で、同 22 日（日）には

「さいたま市ノーマライゼーションカップ 2015」でコロンビア代表と対戦します。 

以上 

  本件に関するお問い合わせ 

日本ブラインドサッカー協会 事務局 

E-mail: media@b-soccer.jp   協会ウェブサイト：http://www.b-soccer.jp 

住所：〒169-0073 東京都新宿区百人町 1-23-7 新宿酒販会館 2階 

電話：03-6908-8907 FAX：03-6908-8908 

 


